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System Consultant Wave  

１０月５日（金）経営の若さとは 

 一般的に人間は年齢を加えるとともに若さが失われて

いきます。けれども、そういう中でも、なお若さを失わな

いという人もいます。それはどういうことかというと、心

の若さです。 

 企業においても、大切なのはそういう精神的若さでしょ

う。言いかえれば、経営の上に若さがあるかどうかという

ことです。そして、経営の若さとは、すなわちその企業を

構成する人々の精神的若さ、とりわけ経営者におけるそれ

ではないかと思うのです。経営者自身の心に躍動する若々

しさがあれば、それは全従業員にも伝わり、経営のあらゆ

る面に若さが生まれて、何十年という伝統ある企業でも若

さにあふれた活動ができるようになると思います。 

 

１０月６日（土）紙一枚の差 

社会に対する責任ということを同じように考えてやって

いても、その徹し方には差がある。一方は「これで十分だ」

と考えるが、もう一方は「まだ足りないかもしれない」と

考える。そうしたいわば紙一枚の差が、大きな成果の違い

を生む。もう十分だと考えると、苦情があっても「ああ言

うが、うちも十分やっているのだから」ということになっ

て、つい反論する。けれどもまた足りないと思えば、そう

した苦情に対しても敏感に受け入れ、対処していくという

ことになる。そういうことが、商品、技術、販売の上に、

さらに経営全般に行なわれれば、年月を重ねるにつれて立

派な業績を上げることになるわけである。 

 

１０月７日（日）諸行無常の教え 

 その昔、お釈迦さまは、“諸行無常”ということを説か

れました。この教えは、一般には“世ははかないものだ”

という意味に解釈されているようですが、私はむしろ“諸

行”とは“万物”、“無常”とは“流転”と考え、諸行無常

とは、すなわち万物流転であり、生成発展ということであ

ると解釈したらどうかと思うのです。言いかえますとお釈

迦さまは、日に新たでなければならないぞ、ということを

教えられたのだということです。 

 これはたんに仏教だけの問題でなく、お互いの日々の仕

事をはじめ、お互いの人生、社会のあらゆる面に当てはま

るのではないでしょうか。 

 

１０月８日（月） 臨床家になれ 

 経営、商売というものは、これを医学にたとえれば、臨

床医学に当たると思います。その意味では、これに当たる

者はみな、実地の体験をつんだ臨床家でなくてはなりませ

ん。 ですから、かりに販売の計画を立てる人が、自分自

身、販売の体験を持たずして、その知識、才能だけに頼っ

て、いわゆる机上のプランをつくっても、それは生きたも

のとはならず、失敗する場合が多いのではないでしょうか。

やはり、臨床の仕事をしていく以上、実地の体験から入ら

なくては、一人前の仕事はできにくいと思うのです。 

 この臨床の仕事をしているという心根をお互いいつも

忘れないようにしたいものです。  

 

１０月９日（火）独断は失敗につながる 

仕事でお互いが注意すべきことは、会社の伝統、方針を

無視した自分ひとりの考えで行動しないということです。

人ひとりの知恵は、いかにすぐれていても、伝統もかえり

みず、方針を等閑視して、せまい自分の主観から生まれて

くる判断で行動すれば、かえって会社をマイナスに導きま

す。 

 私たちはとかく、ものの一面にとらわれて自己の考えの

みを主張していると、その背後に流れる大きな力を見忘れ

てしまうものです。そこから大きな失敗が表われてきます。

常に自己の背後にある流れ、つながりを見通す目、心を培

い、その中で自己を生かすよう訓練していかなければなり

ません。 

 

１０月１０日（水）良識を養う 

 この世の中ではお互いがさまざまな言説を唱えていま

す。しかし自由のもとに自説を主張する場合には、自説に

とらわれて対立のみに終始するということではいけませ

ん。対立しつつも調和してゆかなければならないと思いま

す。 

 そのためには、お互いがそれぞれにみずからの良識を養

い高めていくことが大切です。公共の福祉に反してはなら

ないということは、もちろん法律にも定められてはいます

が、やはり法律だけでは律し切れないものがあるわけです。

そういうものについては、個々の人びとがみずからの良識

で事を判断することによって、自由を真の自由たらしめて

いかなければならないと思うのです。  

 

１０月１１日（木）小異を捨て大同につく 

 明治維新の立役者は勝海舟と西郷隆盛である。当時官軍

にも幕府側にも戦いを主張する人は少なからずあり、複雑

な情勢であった。しかし、勝海舟も西郷隆盛も戦うことを

決して軽視はしなかったけれども、それ以上に、日本の将

来ということを深く考えたわけである。そういう両者の一

致した思いが、江戸城無血開城を可能にしたのだと思う。 

 結局、指導者が目先のこと、枝葉末節にとらわれず、大

所高所からものを見、大局的に判断することがいかに大切

かということである。何が一番大事であり、何が真に正し

いか、たえず小異を捨て大同につく、それが指導者として

きわめて大切な心がまえだと思う。  

 


